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１． はじめに 

 錦帯橋は、世界でも珍しいしい木造アーチ橋であり、周辺の美しい景観とも調和し、多くの人々を魅

了している橋である。 
 日本では、古くから木材を用いた構造物が建造されてきた。当然、木造の橋も数多く存在したと考え

られる。しかしながら現代においての橋は、ほとんどが役目を終え、実用性に勝るコンクリートや鋼の

橋へと姿を変えてしまった。そうした中で、錦帯橋に見られる木組みの技術は、日本のかけがえのない

文化である。1） 
本研究では、世界に誇れる文化財である錦帯橋と、その匠の技を後世に継承するため、過去 12回にわ

たり行われた錦帯橋の強度試験の結果を比較・検討し、錦帯橋の変形特性を調べることを目的としてい

る。 
 
２.試験方法  

 岩国高校の生徒 128人の協力により、図 1に示すように錦帯橋 1径間に 4分の 1ずつ生徒の体重によ
る等分布荷重をかけて、全体載荷まで行い、それぞれのステップでのたわみを計測した。たわみの計測

においては、図 2のようなたわみ計を設置した。図 3にひずみ計の概要図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 たわみ計の概要              図 3 ひずみ計の概要 
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３.結果および考察 

 錦帯橋の第 2橋の 4分の 1点におけるたわみの変化を以下に示す（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 第 2橋 A点におけるたわみの経年変化 2） 
ここで、スパンの 1/4の点を A点、中央を B点、3/4の点を B点とし、Lは左端、Rは右端である。

例えば、載荷状態の LAは左端から A点まで等分布載荷、ARは A点から右端まで等分布載荷を表す。 
図 4を見てわかるように、第 2回から第 9回まで徐々に変位が増加していることが分かる。また、平

成第 1回でたわみが小さくなっていることがわかる。これは 2004年に錦帯橋の架け替えが行われたため
であると考えられる。強度試験は 5年に 1度行われている。平成の架け替え後に強度試験は 3回行われ
ており、変位は回を重ねるごとに徐々に大きくなっている。2014年度に行われた試験結果をみると、最
大変位は橋の 4分の 1点で 1.28mmであり、これまでの試験結果と比べると大きな変位もなく健全であ
ると思われる。 
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